
新学習指導要領の円滑な実施

◆◆指導環境の整備指導環境の整備
指導体制の整備

○教職員定数の改善

7年ぶりに純増で昨年の5倍強

（800人→4,200人）

・理数教科の少人数指導の充実 2,052人

○退職教員等人材活用事業

（7,000人(週12時間換算)）

・理数教科の授業時数増への対応

◆◆各教科等横断で取り組む重要事項各教科等横断で取り組む重要事項

コミュニケーション教育の推進 0.1億円

○コミュニケーション教育推進のための検討

※この他に「子どものための優れた舞台芸術

体験事業」の中で児童生徒の芸術表現体験

を実施（2億円程度）

安全教育の推進 0.5億円

○防災教育参考資料の改訂

◆各教科等の充実◆各教科等の充実

道徳教育の充実 7.1億円

○道徳教育総合支援事業

体験活動の充実

○豊かな体験活動推進事業

理数教育の支援 12.6億円

○理科支援員配置事業

○理科教材開発・活用支援事業

新学習指導要領の円滑な実施に向けた支援策

教材の整備 1７.６億円

○新学習指導要領移行期間中の算数・数学、

理科の補助教材の作成・配布

○理科教育等設備整備費補助

(例) 計量機、実験機械器具、標本

○新学習指導要領の円滑な実施のための教材

整備緊急３ヵ年計画（平成21～23年度）

（予算額(案)とは別途地方財政措置を要望）

外国語教育の推進 2.6億円

○小学校外国語活動導入等の条件整備 等

中学校武道の必修化に向けた条件整備

37.6億円

○公立中学校武道場の整備

○私立中学校等武道場の整備

○中学校武道必修化に向けた地域指導実践

校

その他 4.4億円

○確かな学力の育成に係る実践的調査研究

○新学習指導要領の周知

○環境教育の実践普及

○学校教育における消費者教育の推進

資料３－１

平成２２年度予算額（案）
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事
業
仕
分
け
結
果
・
国
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と
平
成
2
2
年
度
予
算
（
案
）
に
お
け
る
対
応
状
況
（
抄
）

項
目

名
要
求
額

事
業
仕
分
け
の
結
果

国
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見

予
算
案
に
お
け
る
対
応

予
算
額

（案
）

英
語
教
育
改
革
総
合

8
4
1
【
評
価
結
果
】

○
約
２
０
０
０
件
の
意
見
。

○
事
業
仕
分
け
の
結
果
や
頂
い
た
御
意
見
を

2
1
9

プ
ラ
ン

廃
止

○
そ
の
う
ち
、
事
業
仕
分
け
の
結
果
に
賛
成
す

踏
ま
え
、
以
下
の
と
お
り
平
成
2
2
年
度
限
り

る
意
見
は
概
ね
１
割
以
下
で
あ
り
、
例
え
ば

で
廃
止
し
ま
す
。

【
主
な
理
由
・
コ
メ
ン
ト
】

「
小
学
校
で
は
英
語
教
育
は
必
要
で
な
・
モ
デ
ル
事
業
は
平
成
2
1
年
度
を
も
っ
て
廃
止

○
少
な
く
と
も
小
・
中
学
校
を
通
じ
て
ど
の
よ
う

い
」
、
「
外
国
語
教
育
よ
り
、
日
本
語
教
育
を
・
｢英
語
ノ
ー
ト
｣に
つ
い
て
は
、
平
成
2
2
年
度
に

な
英
語
力
を
身
に
つ
け
る
の
か
と
い
う
目

重
視
す
べ
き
」
と
い
っ
た
意
見
。

お
い
て
は
、
平
成
2
3
年
度
使
用
分
を
作
成
・

標
、
学
習
内
容
の
発
展
段
階
な
ど
の
全
体
○
事
業
仕
分
け
の
結
果
に
反
対
す
る
意
見
は

配
布
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
2
2
年
度
中
に
ウ
ェ

的
な
計
画
が
あ
っ
て
か
ら
英
語
教
育
事
業

概
ね
９
割
を
超
え
て
お
り
、
例
え
ば
「
英
語
ノ

ブ
利
用
な
ど
の
意
見
も
踏
ま
え
見
直
し
を
図

を
組
み
立
て
る
べ
き
。

ー
ト
の
配
布
を
継
続
し
て
ほ
し
い
」
、
「
英
語

る
と
と
も
に
、

ノ
ー
ト
は
外
国
語
活
動
を
進
め
る
上
で
必
要
・
｢外
国
語
指
導
助
手
の
資
質
向
上
等
｣(
総
務

で
あ
る
」、
英
語
ノ
ー
ト
が
な
け
れ
ば
、
平
成
2

省
、
外
務
省
、
文
部
科
学
省
3
省
共
同
事
業
)

3
年
度
か
ら
の
外
国
語
活
動
が
実
施
で
き
な

に
つ
い
て
も
、
平
成
2
2
年
度
に
お
い
て
は
実

い
」と
い
っ
た
意
見
。

施
し
、
平
成
2
2
年
度
中
に
見
直
し
を
図
っ
て

参
り
ま
す
。

道
徳
教
育
総
合
支
援

1
,0
66
【
評
価
結
果
】

○
約
４
０
０
件
の
意
見
。

○
事
業
仕
分
け
の
結
果
や
頂
い
た
御
意
見
を

7
0
6

事
業

予
算
要
求
の
縮
減

○
そ
の
う
ち
、
事
業
仕
分
け
の
結
果
に
賛
成
す

踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
統
合
メ
ニ
ュ
ー
化
等
に
よ

る
意
見
は
概
ね
５
割
で
あ
り
、
例
え
ば
、
「
心

る
予
算
額
の
縮
減
を
図
り
つ
つ
、
学
校
・
地

【
主
な
理
由
・
コ
メ
ン
ト
】

の
ノ
ー
ト
の
内
容
は
子
ど
も
た
ち
の
実
態
に

域
の
実
情
等
に
応
じ
た
積
極
的
で
多
様
な

○
「
心
の
ノ
ー
ト
」
に
関
し
て
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
掲
載

あ
っ
て
い
な
い
内
容
も
多
く
、
あ
ま
り
活
用
さ

道
徳
教
育
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
徳

す
る
こ
と
で
十
分
。

れ
て
い
な
い
」
、
「
心
の
ノ
ー
ト
を
国
が
一
律

教
育
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま

○
自
治
体
の
判
断
に
よ
り
実
施
す
べ
き
。
画
一

に
作
成
・
配
布
す
る
必
要
は
な
い
」
と
い
っ
た

す
。

的
な
も
の
で
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
足
ら
ざ
る
を

意
見
。

補
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
情
報
の
セ
ン
タ
ー
と
○
事
業
仕
分
け
の
結
果
に
反
対
す
る
意
見
は

し
て
役
割
は
別
に
考
え
る
べ
き
。

概
ね
５
割
で
あ
り
、
例
え
ば
、
「
道
徳
教
育
に

関
す
る
事
業
は
積
極
的
に
国
で
や
る
べ
き

事
業
で
あ
る
」
、
「
規
範
意
識
や
公
共
の
意

識
の
欠
如
、
い
じ
め
等
の
指
導
上
、
心
の
ノ

ー
ト
は
欠
か
せ
な
い
教
材
」
と
い
っ
た
意
見
。

（
単
位
：
百
万
円
）
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項
目

名
要
求
額

事
業
仕
分
け
の
結
果

国
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見

予
算
案
に
お
け
る
対
応

予
算
額

(案
)

（
独
）
科
学
技
術
振
興

2,
20
0
【評
価
結
果
】

○
約
1,
70
0件
の
意
見
。

○
事
業
仕
分
け
の
結
果
や
頂
い
た
御
意
見
を

1,
00
0

機
構

廃
止

○
そ
の
う
ち
、
事
業
仕
分
け
の
結
果
に
賛
成
す
る

踏
ま
え
、
理
科
支
援
員
等
配
置
事
業
は
３

・理
科
支
援
員
等
配
置

意
見
は
ご
く
少
数
で
あ
り
、
例
え
ば
「
一
部
の

年
程
度
か
け
て
廃
止
い
た
し
ま
す
が
、
そ
れ

事
業

【主
な
理
由
・コ
メ
ン
ト
】

学
校
に
配
置
す
る
こ
と
は
不
公
平
」、
「一
過
性

ま
で
の
間
、
引
き
続
き
事
業
を
実
施
す
る
こ

○
理
科
支
援
員
の
必
要
性
は
否
定
し
な
い
が
、

の
支
援
で
は
な
く
、
小
学
校
教
員
自
身
が
児

と
と
し
、
併
せ
て
、
理
数
教
育
充
実
の
た
め

内
容
・や
り
方
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

童
に
理
科
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
方
法
を
学
び
、

の
施
策
の
強
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

○
理
科
好
き
の
子
ど
も
を
増
や
す
努
力
を
国
が

教
え
る
べ
き
」と
い
っ
た
意
見
。

行
う
こ
と
に
は
大
賛
成
だ
が
、
中
長
期
計
画
な
○
事
業
仕
分
け
の
結
果
に
反
対
す
る
意
見
が
ほ

し
に
平
成
２
３
年
ま
で
の
モ
デ
ル
的
事
業
で
は

ぼ
全
て
で
あ
り
、
例
え
ば
「
実
験
・
観
察
の
充

効
果
が
み
え
な
い
た
め
、
ま
ず
は
廃
止
し
て
教

実
や
教
員
の
資
質
向
上
、
子
ど
も
た
ち
の
理

育
改
革
と
あ
わ
せ
て
行
う
べ
き
。

科
へ
の
関
心
・
理
解
度
の
向
上
に
効
果
が
大

き
い
」
、
「
理
科
支
援
員
の
配
置
は
費
用
対
効

果
の
大
き
い
事
業
で
あ
る
」と
い
っ
た
意
見
。

（
単
位
：
百
万
円
）
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英
語
教
育
改
革
総
合
プ
ラ
ン

平
成

23
年
度
か
ら
小
学
校
で
必
修
化
さ
れ
る
外
国
語
活
動
に
関
し
て
、
教
育
の
機
会
均
等
の
観
点
か
ら
全
国
で
一
定
の
教
育
水
準
の
確
保
を
図
る
た

め
、
国
が
作
成
す
る
共
通
教
材
で
あ
る
「
英
語
ノ
ー
ト
」
、
付
属
の
音
声
教
材
（
Ｃ
Ｄ
）
、
「
英
語
ノ
ー
ト
」
教
師
用
指
導
資
料
を
そ
れ
ぞ
れ
印
刷
・
複
製
・
配
布

す
る
な
ど
、
小
学
校
外
国
語
活
動
の
導
入
等
新
学
習
指
導
要
領
の
着
実
な
実
施
に
向
け
た
条
件
整
備
を
進
め
る
。

概概 要要

文
部
科
学
省

文
部
科
学
省

共
通
教
材
「
英
語
ノ
ー
ト
」

付
属
音
声
教
材
（
Ｃ
Ｄ
）

「
英
語
ノ
ー
ト
」
教
師
用
指
導
資
料

都
道
府
県
教
育
委
員
会
等

印
刷
・
複
製
・
配
布

全
国
の
小
学
校
（
約

23
,0

00
校
）
等

平
成

22
年
度
予
算
額
（
案
）
２
１
８
，
７
４
４
千
円
（
８
５
２
，
８
９
９
千
円
）

小
学
校
外
国
語
活
動
の
導
入
等
新
学
習
指
導
要
領
の
着
実
な
実
施
に
向
け
た
条
件
整
備
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地
域
に
根
ざ
し
た
道
徳
教
育
の
推
進

地
域
に
根
ざ
し
た
道
徳
教
育
の
推
進

新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
「
心
の
ノ
ー
ト
」
の

印
刷
・
配
布
を
行
う
。

（
平
成

21
年
度
予
算
額

1,
33

5,
81

5千
円
）

平
成

22
年
度
予
算
額
（
案
）

70
6,

16
2千
円

道
徳
教
育
用
教
材
活
用
支
援
事
業

学
校
教
育
に
お
け
る
道
徳
教
育
の
振
興
を
図
る
た

め
、
学
校
で
使
用
す
る
道
徳
教
育
用
教
材
に
対
す

る
財
政
支
援
を
試
行
。

①
全
国
協
議
会
、
②
指
導
内
容
・
方
法
・
体
制
等

に
関
す
る
調
査
研
究
、
③
魅
力
的
な
道
徳
教
育

教
材
の
調
査
研
究
を
実
施
。

道
徳
教
育
実
践
研
究
事
業
等

H
21
予
算
額
：
22

5,
41

4千
円

「
心
の
ノ
ー
ト
活
用
」
推
進
事
業

H
21
予
算
額
：
80

0,
34

6千
円

道
徳
教
育
総
合
支
援
事
業

①
全
国
的
な
事
例
収
集
と
情
報
提
供

32
,1

27
千
円

・
全
国
協
議
会
の
開
催

・
魅
力
的
な
道
徳
教
材
の
調
査
研
究

・
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
等
促
進
の
た
め
の

「
心
の
ノ
ー
ト
」
活
用
事
例
集
の
作
成

②
自
治
体
に
よ
る
多
様
な
事
業
へ
の
支
援

67
4,

03
5千
円

（
例
）
◇
特
色
あ
る
道
徳
教
育
支
援

・
外
部
講
師
派
遣
支
援

・
保
護
者
・
地
域
と
の
連
携
支
援

・
研
修
支
援

◇
教
材
活
用
支
援

・
地
域
教
材
作
成
支
援

・
心
の
ﾉｰ
ﾄ作
成
・
活
用
支
援

・
市
販
教
材
購
入
支
援

等

H
22
予
算
額
（
案
）
：

70
6,

16
2千
円

H
21
予
算
額
：
31

0,
05

5千
円

「
心
の
ノ
ー
ト
」
の

W
E

B
掲
載
、
自
治
体
に
よ
る
印
刷
・
配
布
を
支
援

学 校 ・ 地 域 の 実 情 等 に 応 じ た 多 様 な 道 徳 教 育 を 支 援
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●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

外
部
人
材
の
発
掘
・
研
修
、
理
科
支
援
員
配
置
計
画
の
作
成
等

配 置

配 置 要 望

●
理
科
支
援
員

大
学

(院
)生
、
退
職
教
員
、

地
域
の
人
材
等

理
科
支
援
員
の
活
動

・
観
察
・
実
験
等
の
支
援

・
観
察
・
実
験
等
の
準
備
・
後
片
付
け

・
教
材
開
発
の
支
援

・
理
科
授
業
の
進
め
方
等
の
提
案
・
助
言

科
学
技
術

振
興
機
構

(Ｊ
Ｓ
Ｔ
)

外
部
人
材
の
活
用
方
法
に

つ
い
て
の
助
言
等

支
援

大
学
(院
)生
や
退
職
教
員
等
の
有
用
な
外
部
人
材
を
、
理
科
支
援
員
と
し
て
、
全
国
4
7
都
道
府
県
・
1
9
政
令
指
定
都
市
の
小
学
校
に
配
置
す
る
。

概 要概 要

小
学
校

全
国
約

2，
10

0校
5、

6年
理
科

（
観
察
・
実
験
等
）

小
学
校
の
理
科
授
業
に
お
け
る
観
察
・
実
験
活
動
の
充
実
と
教
員
の
資
質
向
上
を
図
る
。

・
「
第
３
期
科
学
技
術
基
本
計
画
」
の
実
現
（
第
３
章
「
知
的
好
奇
心
に
溢
れ
た
子
ど
も
の
育
成
」
）
○
研
究
者
等
の
顔
が
子
ど
も
に
見
え
る
機
会
を
拡
大
す
る
と
と

も
に
、
意
欲
あ
る
教
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
取
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
観
察
・
実
験
等
の
体
験
的
・
問
題
解
決
的
な
学
習
の
機
会
を
充
実
す
る
。

・
「
基
礎
科
学
力
強
化
総
合
戦
略
」
戦
略
Ⅲ
「
初
等
中
等
教
育
に
お
け
る
取
組
の
充
実
」
○
数
学
、
理
科
の
教
育
に
つ
い
て
、
観
察
・
実
験
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
改

善
に
取
り
組
む
。

都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
教
育
委
員
会

理
科
支
援
員
配
置
事
業

平
成
2
2
年
度
予
算
案
：
1
,0
0
0
百
万
円

（
平
成
2
1
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教職員定数の改善 4,２００人（９３億円）

平成２２年度予算 教員が子どもと向き合う時間の確保と
新学習指導要領の円滑な実施のための指導体制整備（案）

※１／３補助金

H21 Ｈ２２
14,000人 → 7,0００人 〈週１２時間換算〉

・新学習指導要領の先行実施に伴う小学校の授業時数増への対応
・習熟度別少人数指導
・小１プロブレム・中１ギャップ対応
・不登校等の生徒指導対応
・外国人児童生徒への日本語指導
・中学校の武道の充実
・特別支援学校のセンター的機能の充実
・経験豊かな社会人の活用 等

②特別支援教育の充実 １，７７８人

⑤教員の事務負担の軽減(事務職員定数の充実) ７３人

③外国人児童生徒への日本語指導の充実 ２５０人

④食育の充実(栄養教諭定数の充実) ４７人

１４１８人
３１３人
４７人

○小・中学校の通級指導の充実
○特別支援学校のセンター的機能の充実
○養護教諭定数の充実

①理数教科の少人数指導の充実 ２，０５２人

教員給与の縮減（▲１７億円）

①義務教育等教員特別手当（給料の2.2%→1.5%） ▲15億円

②給料の調整額 （調整数1.5→1.25） ▲２億円

《義務教育費国庫負担金》
平成22年度予算案 １兆5,938億円（前年度：１兆6,483億円）

《退職教員等（非常勤講師等）の活用》
平成22年度予算案 ２８億円（前年度：５８億円）

※平成２３年１月～実施
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児童生徒のコミュニケーション能力の育成に資する芸術表現体験事業

芸術家による表現手法を用いた計画的・継続的なワークショップ等の実技指導を実施
することにより，芸術を愛する心を育て，豊かな情操を養うとともに，コミュニケーション
能力の育成を図る。

成果

小・中・高等学校等

（文部科学省初等中等教育局）

○芸術家や劇団員と連携し，計画的・継続的な
ワークショップ等の実施

教育委員会等

○開催校への指導・助言，連絡調整

◆国語・音楽等の教科，総合的な学習の時間，
特別活動（学校行事等）

◆実技指導，講話，実技披露，成果発表会 等

◆年間３～１２回実施

◆演劇，ダンス・舞踊，伝統芸能，大衆芸能等

コミュニケーション教育の推進

派遣

など

コミュニケーション教育推進のための検討（１千万円）

・演劇・ダンス等の芸術表現を用いた学習プログラムの開発
（その他期待される効果）
・国語をはじめとする各教科の学力向上
・問題行動への効果的対応 等

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
公
共
や
民
間
の
劇
場
等

○
芸
術
家
や
劇
団
員
等
の
派
遣
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